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受
付
期
間
❖
６
月
１
日
～
30
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

※�

６
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で

す
。
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
通

帳
記
帳
な
ど
に
よ
り
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

振
込
日
❖
６
月
10
日
㈪

支
給
内
容
❖
２
～
５
月
分

　
海
田
町
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
通
称
：
J
ア
ラ
ー
ト
）
に

よ
る
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

　
朝
早
く
か
ら
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
訓

練
の
実
施
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時
❖
６
月
18
日
㈫
10
時
頃

対
象
設
備
❖
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ス
ピ
ー
カ
ー
、防
災
行
政
ラ
ジ
オ
、

戸
別
受
信
機（
避
難
場
所
等
に
設
置
）

か
ら
次
の
音
声
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
内
容
❖

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
♪

　

こ
ち
ら
は
ぼ
う
さ
い
海
田
町
で

す
。
た
だ
い
ま
か
ら
、
訓
練
放
送
を

行
い
ま
す
。

♪
緊
急
地
震
速
報
サ
イ
レ
ン
♪

　
緊
急
地
震
速
報
で
す
。
大
地
震
で

す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
、
訓
練

放
送
で
す
。

※
３
回
繰
り
返
し

※�
世
帯
主
本
人
が
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
に

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
場

合
は
、
世
帯
主
の
所
得
申
告
が
必

要
で
す
。

※�

無
収
入
の
人
や
税
法
上
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
て
も
、
申
告
は
必
要
で

す
。

　
所
得
の
な
い
人
（
給
与
・
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
が
年
間
65
万
円
以
下
の
人

を
含
む
）
は
、
同
封
の
調
査
票
に
記

入
・
押
印
の
う
え
、
個
人
番
号
確
認

書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通

知
カ
ー
ド
な
ど
）
と
身
元
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
）
の
写
し
を
添
付
し
、
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
の
あ
る
人
（
給
与
・
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
が
年
間
65
万
円
を
超
え
る

人
な
ど
）
は
、
次
の
も
の
を
持
っ
て

税
務
課
窓
口
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

平
成
30
年
中
の
収
入
額
が
分
か
る

も
の
（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

◆�

社
会
保
険
料
控
除
や
生
命
保
険
料

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
そ
の
控

除
証
明
書

◆�

個
人
番
号
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

と
身
元
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
印
鑑

　
申
告
が
な
い
場
合
は
、
保
険
税
の

軽
減
対
象
に
な
る
世
帯
で
も
軽
減
さ

れ
ず
、
保
険
税
が
高
い
ま
ま
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費

を
多
く
支
払
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ

る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
も
、
上
位

所
得
者
と
判
定
さ
れ
、
支
給
額
が
大

幅
に
減
少
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参

画
週
間
で
す
。

　
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
ま
わ

り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
児
童
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、
６

月
中
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状

況
を
記
載
し
、
引
き
続
き
児
童
手
当

を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
を
確
認
し

ま
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
ち
ら
は
ぼ
う
さ
い
海
田
町
で

す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。

♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
♪　

　
暑
く
な
る
と
、
空
気
中
に
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
い
う
有
害
物
質
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
濃
度
が

高
く
な
る
と
、
目
や
喉
の
痛
み
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
等
の
健
康
被
害
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
目
や
喉
に
痛
み
を
感
じ
た
人
は
、

洗
眼
や
う
が
い
を
行
い
、
症
状
に
応

じ
て
病
院
で
の
診
断
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
町
内
で
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注

意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
町
内
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
発
令
さ
れ

た
時
は
①
外
出
を
控
え
る
。
②
野
外

で
の
激
し
い
運
動
を
控
え
る
。
③
自

動
車
の
使
用
を
避
け
る
。

等
の
方
法
で
健
康
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

インフォメーション インフォメーション

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
対
し
て
、
年
金
保
険
料
の
納
付

実
績
や
年
金
の
見
込
み
額
な
ど
、
年

金
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く

定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
、
保
険
料

負
担
と
年
金
給
付
の
関
係
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　
送
付
月
は
、
毎
年
誕
生
月
で
す
。

　
35
歳
・
45
歳
・
59
歳
の
人
に
は
封

書
で
送
付
し
、
そ
の
他
の
年
齢
の
人

に
は
ハ
ガ
キ
で
送
付
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
つ
い
て

分
か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
点
が
あ
る

場
合
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
広
島
南
年
金
事
務
所

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
友
達
同
士
や
親
子
で
遊
ん
で
、
休

日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募　
　
　
集

健　
　
　
康

福
祉
・
介
護

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募　
　
　
集

健　
　
　
康

福
祉
・
介
護

お
知
ら
せ

生涯学習課　☎823－9217
蕭823－9256

　織田幹雄スクエア【（仮称）海田公民館・（仮称）
織田幹雄記念館】の建設工事の進捗状況や、開館後
には一体的に管理運営することを目指している旧千
葉家住宅の情報などを発信するためのツールとし
て、SNS（FacebookとInstagram）の運用をはじ
めました。

海田の学びと歴史文化の拠点づくり海田の学びと歴史文化の拠点づくり
～織田幹雄スクエア建設～～織田幹雄スクエア建設～

「いいね！」「フォロー」をよろしくお願いします。

Facebookページ名
織田幹雄スクエア＋旧千葉家住宅
Instagramユーザーネーム
m.oda.square_kyu.chibake

第6回

Facebook Instagram

税務課　☎823－9204　蕭823－9627

☆ 広島県と県内全23市町からのお知らせ
　県と県内すべての市町では、個人住民税特別徴
収の適正実施に取り組んできましたが、令和２年
度から原則すべての事業主の人を対象に特別徴収

（給与からの天引き）を徹底します。

【特別徴収とは】
　事業主が所得税の源泉徴収と同じように、毎月
従業員に支払う給与から個人住民税を差し引いて、
従業員に代わって町へ納入する制度です。
　事業主は特別徴収義務者として、法人・個人を
問わず、原則すべての従業員※について、個人住
民税を特別徴収していただく必要があります。
※従業員には、パート・アルバイト・ 短期雇用者・

個人住民税（町・県民税）は特別徴収で納めましょう個人住民税（町・県民税）は特別徴収で納めましょう
事業主（給与支払者）・従業員（納税義務者）の皆さまへ事業主（給与支払者）・従業員（納税義務者）の皆さまへ

非常勤職員・役員などを含みます。
　事業主には所得税のように税額計算や年末調整
をする手間はかかりません。町が税額計算を行い、
従業員ごとの税額をあらかじめ事業主に通知しま
す。

【従業員のメリット】
 ・ わざわざ金融機関に出向いて納税する手間が省

け、納付を忘れて延滞金がかかる心配がありま
せん。

 ・ 特別徴収は納期が年12回なので、普通徴収（個
人での納付は年４回）に比べて１回あたりの負
担額が少なくてすみます。

「
男
女
共
同
参「
学
」」　
「
知
る 

学
ぶ 

考
え
る 

私
の
人
生
私
が
つ
く
る
」

問
社
会
福
祉
課

☎
８
２
３ｰ

9
2
0
7

蕭
8
2
3ｰ

9
6
2
7

児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

～
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
～

問
こ

ど

も

課

☎
８
２
３ｰ

9
2
2
7

蕭
8
2
3ｰ

9
6
2
7

社会福祉課　☎823－9207
蕭823－9627

　人権擁護委員は地域の方からの相談を受け、問題解決
のお手伝いをしたり、人権について関心を持ってもらえ
るような啓発活動を行っています。
海田町の人権擁護委員
・佐々木　登貴子（ささき　ときこ）　　
・俵　　尚子（たわら　なおこ）　　
・植野　敏彦（うえの　としひこ）　
・林　　紀子（はやし　のりこ）

６月１日は「人権擁護委員の日」です６月１日は「人権擁護委員の日」です
◎人権相談所の開設について
　人権について困っていることがありましたら、一人で
悩まずご相談ください。
開設日◆６月６日㈭10時から15時まで
場所◆海田町福祉センター　１階ボランティア室
内容◆いじめ・体罰・家庭・近隣関係・登記などで人権に関する問題
相談員◆海田町人権擁護委員、司法書士
※相談は無料です。また、相談内容は決して外部には漏らしませんので安心してください。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト
）

の
訓
練
放
送
に
つ
い
て

問
防

災

課

☎
８
２
３ｰ

9
2
0
8

蕭
8
2
3ｰ

7
9
2
7

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
ご
注
意
を

問
町
民
生
活
課

☎
８
２
３ｰ

9
2
1
9

蕭
8
2
3ｰ

7
9
2
7

ホ
ー
ル
・
体
育
館
の
無
料
開
放

問
海
田
公
民
館

☎
8
2
2ｰ

7
3
7
3

蕭
8
2
4ｰ

1
1
2
5

海
田
東
公
民
館

☎
8
2
3ｰ

2
7
1
1

蕭
8
2
4ｰ

2
3
1
1

毎月掲載

　暮らしの便利帳（2016年保存版）の作成から２年以上
経過したため、改訂版として㈱サイネックスと共同で暮ら
しの便利帳（2019年保存版）を発行します。
暮らしの便利帳の概要
内容◆役場窓口での業務内容や、ライフイベントに応じた
手続きの内容、町の見どころなどの情報を一冊にまとめ
た、海田町のガイドブックです。
規格◆Ａ４版90ページ程度（４色印刷）

発行部数◆１万4,000部
発行時期◆10月頃
事業者の皆さまへ   広告掲載にご協力ください
　今回発行するガイドブックの広告主に
なっていただける事業者を募集していま
す。また、㈱サイネックスの社員が広告
掲載について事業所などを訪問しますの
で、ご理解・ご協力をお願いします。

企画課　☎823－9212
蕭823－9203暮らしの便利帳（2019年保存版）を発行します暮らしの便利帳（2019年保存版）を発行します

大
切
な
「
未
来
」
へ
の
情
報
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す

問
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
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0
5
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5
5
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ナ
ビ
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☎
0
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6
7
0
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1
1
4
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一
般
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広
島
南
年
金
事
務
所

☎
2
5
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7
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1
0


